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桜島を望む、もうひとつの故郷。
永代維持管理型霊園

悠久乃丘  霧島霊園
 全区画バリアフリー　設備も充実、永代管理で安心。

◎墓地・石碑・工事費
　セット価格 950,000円（税込み）より

7月16日　午前6時32分　溝辺町有川　梨（豊水／品種名）
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霧
島
を
彩
る
さ
ま
ざ
ま
な
色

働
け
る
ま
ち
、夢
の
あ
る
ま
ち

大
切
な
人
の
た
め
に

大
切
に
し
た
い
自
分
の
た
め
に



霧
島
を
彩
る

さ
ま
ざ
ま
な
色

人
は
何
の
た
め
に
働
く
の
で
し
ょ
う
か
。

生
活
を
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
こ
に
は
大
な
り
小
な
り
の
「
夢
」
を
持
っ

て
働
い
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い

ま
す
。
夢
を
持
つ
こ
と
は
、
そ
の
人
の
活
気

に
つ
な
が
り
、
そ
し
て
そ
の
活
気
が
地
域
の

活
力
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
原
油
高
騰
や

食
品
偽
装
な
ど
世
の
中
は
暗
い
話
題
が
目
立

ち
ま
す
。
そ
し
て
就
職
率
の
低
さ
。
今
年
５

月
の
鹿
児
島
県
の
※

有
効
求
人
倍
率
は
０
・

58
倍
。
夢
や
希
望
を
持
っ
て
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
に
、
働

く
場
所
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
霧
島
市
も
同
じ
状
況
と
い

え
ま
す
。
し
か
し
、
霧
島
市
に
は
働
く
人
の

た
め
の
支
援
と
働
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
、

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

今
回
は
、「
働
く
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
み
ま
し
た
。
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
、
夢

を
探
し
て
い
る
人
、
こ
の
ま
ち
に
は
チ
ャ
ン

ス
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

働
く
た
め
の
支
援
と
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
り
、
一
人
一
人
が
豊
か
さ
を
実
感
し
て
、

夢
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
霧
島
市
の
実
現
に
向
け
て
。

Various Colors

働
け
る
ま
ち
、夢
の
あ
る
ま
ち

※有効求人倍率：公共職業安定所で扱った月間有効求人数を月間有効求職者数で割ったもの。 広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2008.8, Japan



昨
年
度
の
全
国
平
均
有
効
求
人
倍
率
は

１
・
02
倍
、
鹿
児
島
県
平
均
は
０
・
60
倍
で
し 

た
。
東
京
や
大
阪
、
福
岡
な
ど
大
都
会
は
有

効
求
人
倍
率
が
高
く
て
も
、
鹿
児
島
県
な
ど

の
地
方
都
市
は
、
相
変
わ
ら
ず
低
い
数
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
の
若
者
は
働
く
場
所

を
求
め
て
い
ま
す
。

若
者
が
離
れ
て
い
く

国
分
公
共
職
業
安
定
所
管
内
の
高
校
生
の

県
外
就
職
率
を
見
て
み
る
と
、
平
成
18
年
が

40
・
３
㌫
、
19
年
が
41
・
３
㌫
、
今
年
が
47
・

４
㌫
と
毎
年
増
え
て
お
り
、
約
半
分
の
若
者

が
県
外
に
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
内
の

ほ
か
の
ま
ち
で
も
言
え
る
こ
と
で
、
県
の
平

均
は
今
年
53
・
１
㌫
と
す
で
に
半
分
を
超
え

て
い
ま
す
。

若
者
が
県
外
に
出
る
大
き
な
理
由
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
は
、
有
効
求
人
倍
率
が
示
す

と
お
り
、
鹿
児
島
県
な
ど
の
地
方
都
市
は
大

都
会
に
比
べ
る
と
有
効
求
人
倍
率
が
低
く
、

働
く
場
所
を
求
め
て
県
外
に
出
て
行
っ
て
し

ま
う
よ
う
で
す
。

働
く
た
め
の
支
援

こ
の
ま
ち
で
働
き
た
い
、
会
社
を
興
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
ん
な
人
た
ち
に
、こ
の
ま
ち
で
働
き
、チ
ャ

ン
ス
を
つ
か
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
働
く
場
を
提
供
す
る
た
め
に
企

業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
霧
島
市
が

誕
生
し
て
か
ら
企
業
と
の
立
地
協
定
数
は
17

社
を
数
え
る
な
ど
多
く
の
企
業
が
進
出
し
て

お
り
、
霧
島
市
誕
生
後
の
２
年
半
だ
け
を
見

て
も
、
霧
島
市
が
県
内
で
一
番
多
く
の
企
業

を
誘
致
し
て
い
ま
す
。
交
通
ア
ク
セ
ス
の
よ

さ
や
雇
用
条
件
な
ど
考
え
る
と
、
今
後
も
企

業
数
は
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
市
で
は
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
た

め
の「
Ｕ
Ｉ
人
材
バ
ン
ク
」を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
Ｉ
タ
ー
ン・Ｕ
タ
ー
ン
を
し
て
き
て
、

こ
の
ま
ち
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
か
た
に
市
が

働
く
場
所
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

霧
島
市
に
は
、
中
小
企
業
や
働
く
人
を
支

援
す
る（
財
）か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
出
先
機
関
で
あ
る
上
野
原
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ザ
と
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
上

野
原
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
で
は
、
創
業
予
定
の

か
た
な
ど
を
対
象
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作

成
に
必
要
な
基
礎
知
識
の
習
得
な
ど
実
践
的

な
指
導
を
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
起
業

家
に
安
い
料
金
で
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
室（
事

務
室
）
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
技
術

を
活
用
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
研
修
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
研
修
や
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
修
な

ど
働
く
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
各
種
研
修

を
開
き
、
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

霧
島
商
工
会
議
所
で
は
、
国
分
中
心
市
街

地
に
あ
る
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
開
業
さ
れ

る
か
た
に
家
賃
の
半
額
補
助（
最
大
５
万
円
）

や
、
専
門
家
に
よ
る
技
術
・
経
営
指
導
を
受

け
ら
れ
る
支
援
「
と
ら
い
あ
る
シ
ョ
ッ
プ
国

分
」
を
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
開
業
し
た
か

た
か
ら
は
、
新
し
く
店
を
つ
く
る
よ
り
も
コ

ス
ト
が
抑
え
ら
れ
、
支
援
も
受
け
ら
れ
る
の

で
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
働
く
た
め
の
支
援
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
中
で
も
大
き
く
影
響
し

て
い
る
の
が
、
地
元
企
業
の
協
力
で
す
。
市

内
に
あ
る
企
業
の
中
で
も
製
造
業
が
一
番

多
く
の
従
業
員
を
雇
っ
て
お
り
、
平
成
18
年

12
月
末
日
現
在
の
工
業
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

霧
島
市
で
は
１
２
、３
７
４
人
が
働
い
て
い

ま
す
。
そ
の
内
の
約
１
０
、０
０
０
人
が
市

内
在
住
で
す
。
地
域
と
の
密
着
、
地
元
貢
献

を
考
え
て
い
る
企
業
の
皆
さ
ん
が
、
地
元
雇

用
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

霧
島
市
に
は
こ
の
よ
う
に
働
く
た
め
の
た

く
さ
ん
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

地
域
一
体
と
な
っ
た
求
人
活
動

国
分
公
共
職
業
安
定
所
に
は
、
仕
事
を
求

め
て
毎
日
多
く
の
か
た
が
訪
れ
て
い
ま
す
が
、

雇
用
が
少
な
く
、
な
か
な
か
就
職
が
決
ま
ら

な
い
よ
う
で
す
。

昨
年
度
の
鹿
児
島
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
、

全
国
で
５
番
目
に
低
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
内
の
企
業
は
、
都
会
の
企
業
か
ら
す

る
と
高
校
生
を
対
象
に
し
た
求
人
募
集
が
遅

い
と
こ
ろ
が
多
く
、
少
し
で
も
早
く
就
職
先

を
決
め
た
い
学
生
は
、
県
外
に
流
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
同
所
で
は
、
雇
用
を
増
や
す
た
め

に
管
内
の
学
校
の
校
長
先
生
な
ど
と
企
業
訪

問
を
し
て
雇
用
と
早
め
の
求
人
募
集
を
お
願

い
し
て
回
っ
て
い
ま
す
。
同
所
の
福
岡
志
信

所
長
は
「
雇
用
が
厳
し
い
時
代
で
す
が
、
霧

島
市
の
働
く
環
境
は
良
い
ほ
う
だ
と
思
い
ま

す
。
企
業
が
地
元
雇
用
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

そ
し
て
働
く
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
交
通
ア

ク
セ
ス
が
よ
く
、
企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
ま
ち
は
県
内
で
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
人
が
集
ま
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
企

業
や
学
校
、
地
域
、
行
政
が
協
力
し
て
、
雇

用
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

霧
島
市
に
は
働
く
場
所
が
あ
り
、
働
く
た

め
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
ま

ち
な
ら
で
は
の
職
業
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
ま
ち
に
は
、
あ
な
た
が
や
っ
て
み
た
い

仕
事
が
見
つ
か
る
チ
ャ
ン
ス
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

◎
働
く
支
援
の
問
い
合
わ
せ
先

◦�

企
業
支
援
、
Ｕ
Ｉ
人
材
バ
ン
ク
＝
霧
島
市

企
業
振
興
課
☎（
64
）０
９
０
３

◦�

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ル
ー
ム
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
研
修
な
ど
＝
上
野
原
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ザ
☎（
45
）３
５
１
１

◦�

パ
ソ
コ
ン
研
修
な
ど
各
種
研
修
会
＝
人
材

育
成
セ
ン
タ
ー
☎（
47
）３
０
９
０

◦�

と
ら
い
あ
る
シ
ョ
ッ
プ
国
分
＝
霧
島
商
工

会
議
所
☎（
45
）０
３
１
３

豊富な支援と
たくさんのチャンスが
霧島市にはある
県外に出る若者が多くなっているこの状況を
どうやって食い止めればいいのでしょうか。

当社では、京セラの社員であることに強い信念
と誇りを持って働いていただくため、派遣や契約
社員などではなく、正社員や直雇用のパートタイ
マーとして採用しています。そして、その多くが霧
島市民です。当社は経営理念に「全従業員の物
心両面の幸福を追求すると同時に、人類、社会
の進歩発展に貢献すること」を掲げて、企業活
動を行っています。そのためにも、地元から多くの

かたを採用し、また、地域貢献活動にも力を入れ
ています。地元の皆さんに「京セラはわがまちの
工場だ」と言っていただけるような地域に密着し
た会社を目指しています。
地域活性化のためには雇用拡大が大きな意味

を持つと思います。これからも当社では、地元雇
用を優先的に行い、地域活性化に貢献していき
たいと思っています。

わがまちの工場を目指して

京セラ株式会社
鹿児島国分工場労務課責任者

北川隆巳さん
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新規学卒者県内外就職率（各年3月末現在）

国
分
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定
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国
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（
県
外
）

鹿
児
島
県
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県
内
）

鹿
児
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県
（
県
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）

資料：国分公共職業安定所・鹿児島労働局

県下各市の工業の概況（事業所数と従業者数）
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従業者総数

資料：工業統計調査

※平成18年12月末日現在従業者4人以上の事業所

志布志市 奄美市

3,691
4,629

1,853 1,200
256 930

8,225
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010203
家
族
の
お
か
げ
で
頑
張
っ
て
こ
れ
ま
し
た

私の生きる道
人生の夢の扉を開いた
3人の声
霧島市にはチャンスがある。
そして、そのチャンスをつかむために頑張っている人がいます。

まつのべ  てつや（４４）
熊本県人吉市出身、２０代は札幌で
営業マンとして働く。３１歳で霧島
市の観光関連会社に勤務し営業・
接客・料理を学ぶ。平成１６年に霧
島商工会議所の空き店舗補助「と
らいあるショップ国分」を利用し
て国分に居酒屋「炭がいじん」
をオープン。昨年の「居酒屋甲子
園」で九州で一番の評価を受ける。
現在霧島市在住。

なかこうじ  のりこ（３４）
国分出身、小・中・高と地元の学校
で学び、その後は鹿児島市の短大
に入学。短大卒業後アルバック九
州㈱に入社。管理部管理１課に所
属し会社の印象をよくするために
笑顔での接客を日ごろから心がけ
ている。２７歳で結婚し、現在は夫と
５歳の娘の３人で隼人町に暮らす。
仕事と家事、子育てに奮闘し、只
今、娘さんの自転車の特訓中。

ろくたん  しゅんいち（３6）
国分出身、大学進学のため上京、
東京の水産物商社に入社。平成
８年同社を退社し、平成９年イン
ターネット関連会社㈲デジタル
ワークスを鹿児島市に設立。平成
１１年国分に事務所を移し、平成１２
年㈱アイテックスに。平成１4年上
野原ビジネスプラザ（国分）内に
事務所を移し、インターネット関
連事業を展開中。

◎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私は、若い人から「やりたい仕事がない」と
聞くと「やりたいことがなければとにかく働き
なさい」と言います。最初からやりたい仕事
に就ける人は少ないです。自分に仕事を合わせ
るのではなく、仕事に自分を合わせることも大
切。そこから、新たな発見をすることがあり
ます。私もそう心掛け、自分のやりたい仕事を
見つけました。25歳で地元に起業することを
目標にしていた私は、仕事の中で出会ったイン

ターネットの時代が来ると信じ、25歳で勤め
ていた商社を辞め、起業しました。最初の数
年はビジネスとして成り立たなかったのですが、
心あるかたがたに助けられ、出会いが出会い
を呼び、その出会いが仕事の発展につながり
ました。私はこのまちで人とのつながりの大切
さを知りました。これからも人とのつながりを
大切にして、スタッフやお客さま、家族、両親、
そしてこのまちに恩返ししていきたいです。

（
株
）
ア
イ
テ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役
社
長

六
反
俊
一
さ
ん

仕事の発展は人とのつながりから

観光関連の会社に勤務し、そこで営業や接客、
料理を学びました。独立を考えていた私は、自
分に何ができるかを考え、それまでの経験を生
かせる居酒屋経営に挑戦しました。出店場所
に霧島市を選んだのは、このまちに発展性を
感じたからです。そして、そのときとても役に立っ
たのが霧島商工会議所の空き店舗活用補助
のとらいあるショップ国分です。家賃補助や専
門家による経営指導など、初めて店を出す私

にとっては、とても助かりました。あれから４年、
料理・接客・清掃の１番店を目標にして頑張っ
てきました。おかげさまで、昨年「居酒屋甲子
園」で九州で１番の評価をいただきました。
今後の目標は、２号店をオープンさせること。

まだ空き店舗が残っているので今がチャンスだ
と思っています。これからも、料理・接客・清
掃の１番店を目指して第２の故郷霧島で頑張っ
ていきます。

炭
が
い
じ
ん
オ
ー
ナ
ー

松
延
哲
也
さ
ん

空き店舗には夢が詰まっています

可
能
性
を
信
じ
て
居
酒
屋
を
始
め
ま
し
た

地
元
で
起
業
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
し
た

霧
島
市
に
は
、
た
く
さ
ん
の
働
く
場
所
が

あ
り
、
そ
こ
で
夢
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る

人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

上
野
原
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
内
に
事
務
所
が

あ
る
株
式
会
社
ア
イ
テ
ッ
ク
ス
社
長
の
六
反

俊
一
さ
ん
は
25
歳
で
地
元
に
起
業
す
る
こ
と

が
目
標
で
、
そ
の
と
お
り
25
歳
で
会
社
を
興

し
ま
し
た
。
同
社
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
県
外

の
お
金
を
県
内
に
持
っ
て
く
る
」。
こ
れ
か

ら
も
、
霧
島
市
で
県
外
、
海
外
を
視
野
に
入

れ
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

横
川
町
に
あ
る
ア
ル
バ
ッ
ク
九
州
株
式
会

社
に
勤
務
す
る
中
小
路
典
子
さ
ん
。
通
っ
て

い
た
短
大
に
来
た
一
通
の
求
人
案
内
。
し
か

し
そ
こ
に
は
最
高
の
仕
事
環
境
が
待
っ
て
い

ま
し
た
。
中
小
路
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
大

好
き
な
会
社
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」。
こ
れ
か
ら
も
最
高
の
笑
顔
で
大
好

き
な
会
社
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

居
酒
屋
「
炭
が
い
じ
ん
」
の
オ
ー
ナ
ー
松

延
哲
也
さ
ん
。
霧
島
商
工
会
議
所
が
し
て
い

る
空
き
店
舗
活
用
補
助
の
「
と
ら
い
あ
る

シ
ョ
ッ
プ
国
分
」
を
利
用
し
、
念
願
の
居
酒

屋
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
過
去
の
経
験
を

生
か
し
た
経
営
で
、
昨
年
は
居
酒
屋
の
料
理

や
サ
ー
ビ
ス
を
審
査
す
る「
居
酒
屋
甲
子
園
」

で
九
州
一
に
な
り
、
今
や
九
州
を
代
表
す
る

居
酒
屋
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
夢
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
人

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
ま
ち
に

は
、
夢
を
叶
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

私が就職活動をしていたころは、求人の氷
河期と言われていた時代で、本当に仕事があ
りませんでした。そんなとき、短大に届いたば
かりのアルバック九州の求人案内。見てみたら
横川町の会社。国分出身の私は、正直この
会社を知りませんでした。でも、会社見学に行っ
てみて、会社の雰囲気、窓から見える雄大な
霧島連山、一目で気に入り入社しました。それ
から１４年、その間に私は結婚し出産を経験し

ました。育児と仕事の両立に不安もありました
が、会社と家族のサポートのおかげで頑張っ
てこれました。私は、この会社が大好きです。
こんな素晴らしい会社が霧島市にあって、そこ
に入社できたことに感謝しています。
現在、夢のマイホームを建設中です。働く場

所があって、家族と暮らせる環境がある。この
素晴らしいまちで、これからも頑張っていきた
いです。

ア
ル
バ
ッ
ク
九
州
株
式
会
社

中
小
路
典
子
さ
ん

この会社に入社できたことに感謝

01

02

03

Various Colors
霧島を彩るさまざまな色
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霧
島
市
に
は
15
の
高
校
や
大
学
が
あ
り
、

多
く
の
若
者
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
約
半
数
が
、
市
外
に
出
て
行
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
仕
事
を
求
め
る
人
、
都

会
に
憧あ

こ
がれ

る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
貴

重
な
人
材
の
流
出
は
、こ
の
ま
ち
の
損
失
で
す
。

な
ぜ
人
は
都
会
に
行
っ
て
し
ま
う
の
か
、

こ
の
ま
ち
は
そ
ん
な
に
魅
力
が
な
い
の
で

し
ょ
う
か
…
。
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
こ
の
ま

ち
に
魅
力
を
感
じ
て
頑
張
っ
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
に
は
、
働
く
た

め
の
環
境
と
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
素
晴
ら
し
い
自
然
も
。
確
か
に
「
働
く
」

だ
け
を
考
え
れ
ば
都
会
に
劣
る
と
こ
ろ
は
た

く
さ
ん
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
暮
ら

す
」
だ
け
を
考
え
た
ら
、
都
会
に
勝
る
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
は
働
く
だ
け
で
な
く
、
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
学
ん
だ
り
、
自
然

を
感
じ
た
り
と
そ
こ
に
暮
ら
し
て
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
霧
島
市
は
、
そ

れ
が
で
き
る
ま
ち
で
す
。

今
回
取
材
し
て
み
て
、
多
く
の
人
が
そ
れ

ぞ
れ
夢
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
働
い
て
い
ま
し

た
。旅
行
、買
い
物
、一
人
暮
ら
し
、マ
イ
ホ
ー

ム
、
起
業
…
夢
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
夢
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
人
は
キ
ラ
キ
ラ
と
い

ろ
い
ろ
な
色
に
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
一
つ
の
色
が
調
和
し
て
こ
の
ま
ち
の
輝

き
と
な
り
、
そ
し
て
そ
の
輝
き
が
霧
島
市
の

魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
れ
も
が
夢
を

持
っ
て
働
き
、
そ
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
。
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
環
境
が
こ
の
ま
ち
に

は
あ
り
ま
す
。

”あ
な
た
の
夢
は
な
ん
で
す
か
“
こ
の
ま

ち
は
、
あ
な
た
の
夢
を
応
援
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
た
色（
職
）の
中
で
輝
き
を
放
ち
、

そ
の
輝
き
が
調
和
し
て
、こ
の
ま
ち
を
照
ら
す
。こ
の
ま
ち
の
輝
き
は
夢
の
結
晶
で
し
た
。 私

は
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
企
業
や
自
治

体
を
見
て
き
ま
し
た
。
今
、
大
都
市

以
外
の
ま
ち
で
は
、
若
者
の
流
出
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
が
働
く

場
所
が
減
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
企
業
が
進

出
す
る
た
め
に
求
め
る
要
件
を
満
た
す
地

域
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
企
業
が

集
中
し
、
そ
こ
に
働
く
場
を
求
め
て
人
が
集

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
霧
島
市
も

同
じ
で
す
。こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、

独
自
の「
働
け
る
ま
ち
」づ
く
り
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
霧
島
市
は
企
業
が
立
地
す
る
条

件
が
揃そ

ろ
っ
て
い
ま
す
が
、都
会
に
は
劣
り
ま
す
。

そ
こ
で
注
目
す
る
の
が
霧
島
市
の
生
活
環
境

で
す
。
自
然
が
豊
富
で
食
べ
物
が
お
い
し
く
、

都
会
か
ら
す
る
と
物
価
が
安
い
な
ど
暮
ら
し

や
す
さ
は
霧
島
市
の
ほ
う
が
上
で
す
。
そ
こ

を
前
面
に
出
し
た
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

都
会
に
出
た
人
の
中
に
は
、
地
元
や
暮
ら
し

や
す
い
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
企
業
や
行
政
な
ど

が
一
緒
に
な
っ
て
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
者

の
受
け
入
れ
体
制
を
作
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
都
会
で
成
功
を
収
め
た
人
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
か
た
も
地
元
へ

の
思
い
は
強
く
、
県
内
に
進
出
し
た
企
業
を

見
て
み
る
と
、
都
会
で
成
功
し
た
か
た
が
地

元
に
進
出
す
る
ケ
ー
ス
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
か
た
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
大
切
で
す
。

霧
島
市
は
大
企
業
や
各
分
野
で
素
晴
ら
し

い
成
果
を
挙
げ
て
い
る
中
小
企
業
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で

い
い
企
業
を
増
や
す
こ
と
が
、
こ
の
ま
ち
の

発
展
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

小林　清さん
こばやし きよむ（71）●（国分在住）岐阜県生まれ

株式会社トヨタ車体研究所（国分）の初代社長。
現在は、㈶かごしま産業支援センターの総括コーディネーターとして、

県内中小企業への経営アドバイスやマーケティング支援などをしている。

Various Colors
霧島を彩るさまざまな色

Profile

K I Y O M U  K O B A Y A S H I

このまち独自の
「働けるまち」づくりが

発展の鍵です
霧島市ならではの特徴を生かして、

元気でいい企業を増やすことが発展につながります。
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国
分
西
小
学
校
は
昭
和
28
年
に

創
立
さ
れ
、
現
在
９
９
０
人
（
男

子
５
１
３
人
、
女
子
４
７
７
人
）

の
児
童
が
学
び
、
学
校
の
教
育
目

標
に
「
人
間
尊
重
の
精
神
の
下
に
、

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
発

達
を
目
指
し
、
自
ら
学
び
、
自
ら

考
え
、
心
豊
か
で
、
た
く
ま
し
い

児
童
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
１
学
年
が
４
～
６
ク

ラ
ス
か
ら
な
る
市
内
で
一
番
児
童

の
多
い
学
校
で
、
こ
れ
を
解
消
す

る
た
め
に
平
成
22
年
に
は
２
つ
に

分
離
さ
れ
、（
仮
称
）
第
二
国
分

西
小
学
校
が
開
校
す
る
予
定
で
す
。

同
小
の
特
徴
に
特
別
支
援
教
育

の
充
実
が
あ
り
ま
す
。
３
ク
ラ
ス

あ
る
特
別
支
援
学
級
の
教
員
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
市
か
ら
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
た
ほ
か
、

学
習
障
害
の
子
ど
も
に
対
応
す
る

た
め
の
教
員
も
配
置
す
る
な
ど
、

き
め
細
か
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
見
守
る
桜
並
木

同
小
の
自
慢
は
学
校
前
に
続
く

桜
並
木
で
す
。
終
戦
後
、
墓
地
に

近
く
荒
廃
し
て
い
た
こ
の
場
所
を

見
か
ね
た
地
域
の
か
た
が
、
平
和

な
時
代
の
到
来
を
願
っ
て
植
樹
し

た
も
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
50
年
余

り
た
っ
た
今
、
毎
年
春
に
な
る
と

見
事
な
花
を
咲
か
せ
、
子
ど
も
た

ち
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
桜
並
木
に
ち
な
ん

だ
活
動
と
し
て
７
月
９
日
、
１
年

生
が
図
工
の
授
業
で
一
部
学
校
の

敷
地
で
あ
る
道
路
に
、
短
く
な
っ

た
チ
ョ
ー
ク
を
使
い
の
び
の
び
と

大
き
な
絵
を
描
き
ま
し
た
。
１
年

２
組
の
知
花
幸さ

ち

華か

さ
ん
は
「
こ
ん

な
に
広
い
と
こ
ろ
に
絵
を
描か

い
た

の
は
初
め
て
で
楽
し
か
っ
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

桜並木に見守られながら
桜の木とともに、学校全体で子ども一人一人を見守る

思い思いに大きく絵を描いた１年２組の皆さん

国分西小は大規模校ですが、だからこそいろんな子
ども（個性）と触れ合い、刺激を受けながらたくましく
成長することができると思います。子ども一人一人の状
況をつかんで指導することに努め、子ども支援委員会
を開き教職員の中で共通理解を図るなど、学校全体
で子ども一人一人を支える体制づくりに取り組んでいま
す。また、昔、平和な時代を願って植樹された桜の木
と同様に、今も地域のかたが子どもたちとあいさつ先
手運動を実践するなど温かく見守ってくださっています。

◎
国
分
西
小
学
校

中
村　

泰や
す

大お

校
長

国分西小学校
大規模校

【
ふ
た
り
旅
】
津
村
節
子
、【
お
そ

ろ
し
】
宮
部
み
ゆ
き
、 【
左
近
の

桜
】
長
野
ま
ゆ
み
、【
波
打
ち
際

の
蛍
】
島
本
理
生
、【
酔
郷
譚
】

倉
橋
由
美
子
、【
あ
と
の
祭
り　

人
間
も
偽
装
が
好
き
】
渡
辺
淳
一
、

【
い
っ
ち
ば
ん
】
畠
中
恵
、【
霧
の

山
影
】
森
村
誠
一
、【
ア
カ
ペ
ラ
】

山
本
文
緒
、【
父
の
戦
地
】
北
原

亞
以
子
、【
非
正
規
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
】
石
田
衣
良
、【
千
本
雨
傘
】

澤
田
ふ
じ
子
、【
不
連
続
な
世
界
】

恩
田
陸
、【
残
酷
な
揺
り
籠
】
有

栖
川
有
栖
、 【
血
の
冠
】
香
納
諒

一
、【
非
常
識
家
族
】
曽
野
綾
子
、

【
誘
拐
】
五
十
嵐
貴
久
、 【
フ
ラ
ワ

ー
ズ
】
谷
村
志
穂
、【
剣
客
春
秋

　

青
蛙
の
剣
】
鳥
羽　

亮
、【
喜

の
行
列
悲
の
行
列
】
藤
田
宜
永
、

【
幽
談
】
京
極
夏
彦
、【
シ
ミ
ぬ
き

大
事
典
】
デ
ボ
ラ
・
マ
ル
テ
ィ
ン
、

【
お
と
な
と
こ
ど
も
の
ゆ
か
た
と

じ
ん
べ
い
】
大
塚
末
子
き
も
の
学

院
、 【
５
種
の
ス
パ
イ
ス
だ
け
で

作
る
野
菜
と
豆
の
ヘ
ル
シ
ー
料

理
】
香
取　

薫
、【
つ
る
ば
ら
村

の
洋
服
屋
さ
ん
】
茂
市
久
美
子
、

【
ま
め
う
し
く
ん
と
こ
ん
に
ち
は
】

あ
き
や
ま
た
だ
し
、【
ま
る
く
て

お
っ
き
く
て
ま
っ
く
ろ
で
】
大
島

妙
子
、 【
こ
ぶ
た
の
ぶ
う
ぶ
そ
ら

を
と
ぶ
】
武
田
美
穂
、【
お
こ
る
】

長
谷
川
義
史
、【
お
化
け
屋
敷
へ

よ
う
こ
そ
】
川
端　

誠
、【
ほ
と

ば
し
る
夏
】
ジ
ェ
イ
ン
・
コ
ン
リ

ー
、【
ラ
ン
ち
ゃ
ん
ド
キ
ド
キ
】

角
野
栄
子

（
霧
島
市
立
図
書
館
）

おれたちの街
逢坂　剛 著
御茶ノ水署の迷コンビ、斉木斉
と梢田威。ある日行きつけの定
食屋に行った2人は、営業妨害
をしていた柄の悪い客を追い
払ったのだが…。

包んで焼く!
トースタークッキング
葛　恵子 著
「素材を切って、包んで、オーブ
ントースターで焼くだけ」誰でも
簡単にパッと作れる、包み焼き
レシピ集。フレンチトースト、春
菊のおろしあえ、さばのトマト煮、
カツどん、焼きバナナプリンなど、
60の料理を紹介。

翔太の夏
那須正幹 著
ぼくらの勇気は、あの夏の日に
自然が育ててくれた。都会から
山里に引っ越してきた翔太は、
自然の中で友情をはぐくみなが
ら今までと違う自分を発見して
いく。

ぼくんちのペット
いもとようこ 絵と文
あいちゃんちのペットはうさぎ。
しょうくんちのペットはかめ。あす
かちゃんちのペットはいぬ。でも、
ぼくんちは何もペットを飼ってい
ません。ある日おかあさんが、台
所でねずみをつかまえたのだけ
れど…。

夕
涼
み
、
本
と
う
ち
わ
と
風
鈴
と
。

今
月
の
新
刊
。

国分図書館／☎64-0918
①	９:30〜21:00
②	12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／６月中の10日間

隼人図書館／☎43-7574
８月31（日）までの間は、定例休館日の月
曜日も開館します。開館時間の変更は
次のとおりです。
◎平日＝午前９時〜午後７時
　（通常は午前10時〜午後７時）
◎土･日･祝日＝午前９時〜午後5時
　（通常どおり）

溝辺図書室／☎58-3191
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

横川図書室／☎72-1596
①	９:00〜17:00
②	火曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

牧園図書室／☎78-3349
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

霧島図書室／☎57-0316
①	月・水・金／８:30〜17:00
	 火・木・土／８:30〜20:00
②	日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

福山図書室／☎56-2026
①	８:30〜17:00
②	土・日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

【①	開館時間　②	休館日】

霧島市立図書館に
おいでください。
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slow
 food &

 hot spring

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
豊
富
に
含
み
、

加
熱
し
て
も
あ
ま
り
減
ら
な
い

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
独
特
の
苦

味
成
分
に
は
抗
酸
化
作
用
が
あ

り
、
動
脈
硬
化
や
が
ん
予
防
に

役
立
ち
ま
す
。

ニ
ガ
ウ
リ【
ゴ
ー
ヤ
ー
】

温泉三昧きりしま

10

塩
浸
温
泉

塩
浸
温
泉
の
発
見
は
文
化
３
年
（
１
８
０
６
年
）
で
、
昔
、
鶴
が
傷

を
癒い
や

し
た
と
い
う
の
で
、
鶴
の
湯
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

川
の
ふ
ち
に
塩
牡か

蠣き

（
海
の
牡
蠣
）
に
似
た
も
の
が
付
い
て
い
る
の
を

見
つ
け
、
塩
浸
温
泉
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

天
降
川
の
新
川
渓
谷
温
泉
郷
に
あ
る
塩
浸

温
泉
は
、
泉
質
が
純
重
炭
酸
土
類
泉
で
泉
源

の
温
度
は
55
度
。

「
牧
園
塩
浸
温
泉
福
祉
の
里
」
は
社
会
福

祉
協
議
会
が
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
管
理

し
て
い
る
温
泉
施
設
で
、
平
日
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
も
い
ま
す
。
市
内
の
大
人
は 

１
０
０
円
、
65
歳
以
上
と
身
体
障
害
者
手
帳 

を
持
っ
て
い
る
人
は
無
料
で
す
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
新
宅
春
子
さ
ん
は

「
温
泉
に
入
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
話
し

ま
す
。
福
祉
の
里
の
裏
に
も
鶴
の
湯
と
い
う

温
泉
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
、
今
の
場
所
か
ら

１
０
０
㍍
く
ら
い
上
方
に
あ
っ
た
そ
う
で
、

今
は
そ
こ
か
ら
引
き
湯
を
し
て
い
て
、
夕
方

か
ら
は
地
元
専
用
と
な
る
共
同
浴
場
で
す
。

坂
本
龍り

ょ
う

馬ま

・
お
龍

り
ょ
う

像

慶
応
２（
１
８
６
６
）年
３
月
、
寺
田
屋

事
件
で
傷
を
負
っ
た
坂
本
龍
馬
は
西
郷

隆
盛
ら
の
す
す
め
で
、
塩
浸
温
泉
で
傷

を
癒
し
ま
し
た
。

塩浸発電所

夏
野
菜
の
代
表
と
も
い
え
る「
ニ
ガ
ウ
リ
」。

「
ゴ
ー
ヤ
ー
」
と
い
う
名
称
で
、
健
康
野
菜

と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

牧
園
地
区
に
は
平
成
５
年
か
ら
園
芸
振
興

会
ゴ
ー
ヤ
ー
部
会
が
あ
り
、
21
人
の
会
員
の

う
ち
９
人
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ゴ
ー
ヤ
ー

を
栽
培
し
、
４
月
中
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か

け
て
東
京
方
面
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
そ
の

会
長
を
務
め
る
田
中
清
美
さ
ん
は
妻
の
美
知

子
さ
ん
と
一
緒
に
約
15
㌃
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
苗
を
植
え
付
け
た
後
、
つ
る
を
分
け
す

ぎ
な
い
た
め
の
芽
か
き
や
受
粉
作
業
な
ど
を

一
つ
一
つ
手
作
業
で
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ヤ
ー
部
会
で
は
、
土
壌
分
析
を
す
る

な
ど
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
た
り
、
毎
月
１

回
会
員
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
状
況
や

環
境
を
確
認
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
な
が
ら
品
質
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
18
年
に
は
安
心
安
全
な
農
林

水
産
物
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

証
明
す
る「
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
」

も
受
け
て
い
ま
す
。

田
中
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全
な

食
材
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

会
員
一
丸
と
な
っ
て
品
質
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

暑
い
夏
、ば
て
な
い
た
め
に

ゴ
ー
ヤ
ー
で
栄
養
補
給
。

朱色の橋が塩浸温泉と国道２２３号を結ぶ

石の階段➡
建物裏にある石の階段。今は
コンクリート補強されています
が、昔、龍馬もこの階段を歩
いたかもしれません。

⬅塩浸温泉福祉の里
一般客以外にもデイサービスの
利用者も多い。血圧測定やレク
リエーション、そしてゆったり温
泉入浴。☎（76）0007

嘉例川駅

犬
飼
の
滝

石積みの浴槽
湯治に来ていた龍馬とお龍が入浴した浴
槽。昔は、今のような建物はなく川沿い
に石積みの浴槽がありました。

至隼人・国分 田中清美さん・美知子さん

◎牧園町高千穂在住

223

霧島市役所
牧園総合支所

和
気
神
社

ラムネ温泉
仙寿の里

至霧島

鶴の湯

塩浸温泉
福祉の里

ゴーヤーは薄切りにし、
塩少々をまぶす。
トマトは乱切り。

アボガドは乱切りにし、
レモンのしぼり汁をかける。
梅肉とはちみつ少々を混ぜて

まろやかで
さっぱりとした

味に。

し
お

ひ
た
し

アルプス
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「
平
常
心
で
メ
ダ
ル
を
目
標
に
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
壮
行
会
の
席
上
、
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
し
た
前
田
美み

順ゆ
き

選
手
。
そ
の
笑
顔
は
試
合

の
と
き
と
は
ま
る
で
別
人
。
壮
行
会
が
始
ま

る
前
に
は
、
会
場
に
来
た
人
と
全
く
気
取
る

こ
と
な
く
話
を
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

ダ
ブ
ル
ス
に
出
場
す
る
霧
島
市
出
身
の
前
田

選
手
の
壮
行
会
が
、
７
月
13
日
の
夕
方
、
市

内
の
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
関
係
者
や
両
親
な
ど

約
１
２
０
人
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
祝
い

ま
し
た
。

前
田
選
手
は
こ
の
日
の
午
前
中
、
熊
本
県

八
代
市
で
あ
っ
た
第
58
回
全
日
本
実
業
団
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
（
団
体
戦
）
の
決

勝
戦
に
出
場
。
前
田
美
順
・
末す

え

綱つ
な

聡さ
と

子こ

ペ
ア

は
、
こ
の
大
会
４
連
覇
中
の
三
洋
電
機
の
オ

グ
・
シ
オ
（
小
椋
久
美
子
・
潮
田
玲
子
）
ペ

ア
と
対
戦
、
２―

０
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ　

Ｓ
Ｋ
Ｙ
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
ズ
九
州
・
山
口
㈱
）
の
優
勝
に
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
の
は
鹿
屋
市
立

寿
北
小
学
校
１
年
生
の
と
き
、
部
が
な
か
っ

た
国
分
中
学
校
時
代
に
は
社
会
人
と
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
一
緒
に
練
習
を

し
て
い
た
霧
島
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
理
事

長
の
石
野
廣
昭
さ
ん
は
「
体
格
が
よ
く
高

校
生
か
と
思
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る

と
、
私
で
は
も
う
相
手
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

THE SCENE

霧島から世界へ

た
」
と
話
し
ま
す
。
そ
の
後
、
熊
本
中
央
高

校
に
入
学
、
高
校
２
年
生
の
と
き
に
ジ
ュ
ニ

ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
入
り
、
３
年
生
の

と
き
オ
ラ
ン
ダ
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス
な
ど
海

外
の
大
会
で
優
勝
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
入
社
後
は
１

日
５
時
間
の
練
習
、年
４
、５
回
の
国
内
大
会
、

ま
た
多
い
と
き
は
毎
月
２
回
の
国
際
大
会
に

出
場
。
前
田
・
末
綱
ペ
ア
の
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
は
、
オ
グ
・
シ
オ
ペ
ア
に
次
ぐ
第
８
位
。

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
楽
し
さ
は
、
性
格
、

生
活
な
ど
自
分
の
す
べ
て
が
プ
レ
ー
に
出
る

と
こ
ろ
。
で
も
ど
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
も

結
果
が
出
な
い
と
き
は
つ
ら
か
っ
た
で
す

ね
。
し
か
し
結
果
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
は

正
し
く
が
ん
ば
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
」
と
厳
し
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
を

勝
ち
取
る
ま
で
は
多
く
の
人
の
応
援
が
あ

り
、
家
族
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
両
親

は
「
パ
ー
ト
ナ
ー
の
末
綱
選
手
と
巡
り
合
え

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
後
悔
し
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
っ

て
」
と
娘
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

s
l

o
w

 
l

i
f

e世
界
の
大
舞
台

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

Profile
昭
和
60
年
生
ま
れ
。
鹿
屋
市
の
寿
北
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団
入
部
（
小
学
校
1
年
）
、
横
川
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
少
年
団
入
部
（
小
学
校
４
年
）
、
ジ
ュ
ニ
ア
特
別
強
化
選
手
に
指
定
（
中
学
校
３
年
）
、
国
分
中
学
校

か
ら
熊
本
中
央
高
校
に
入
学
、
ジ
ュ
ニ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
入
る
（
高
校
２
年
）
、
平
成
16
年
：
Ｎ

Ｅ
Ｃ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
ズ
九
州･

山
口
㈱
入
社
、
平
成
17
年
：
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
入
る
。
平
成
18

年
ア
ジ
ア
大
会
団
体
準
優
勝
。
平
成
19
年
全
日
本
総
合
混
合
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
、
Ｕ
Ｓ
オ
ー
プ
ン
ダ
ブ
ル

ス
優
勝
。
平
成
20
年
：
イ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
ダ
ブ
ル
ス
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
オ
ー
プ
ン
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝
。

前
田
美
順
さ
ん
（
霧
島
市
国
分
出
身
）

息の合ったプレーで北京オリンピックに臨む 前田選手（左）と末綱選手（右）
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説
明
会（
報
告
会
）を
実
施

市
は
、一
般
廃
棄
物
管
理
型
最

終
処
分
場
の
候
補
地
に
選
考
さ
れ

た
福
山
町
宝ほ

瀬ぜ

地
区
（
表
の
候
補

地
③
）
を
含
む
５
候
補
地
と
２
候

補
地
の
比
較
の
概
要
に
つ
い
て
公

表
し
ま
し
た
。

７
月
５
日
、
８
日
に
あ
っ
た
牧

之
原
３
自
治
公
民
館
と
新
原
地
区

を
対
象
と
し
た
地
元
説
明
会
（
報

告
会
）
で
は
、
ほ
か
の
候
補
地
と

の
比
較
表
と
５
か
所
か
ら
１
か
所

に
絞
り
込
ん
だ
経
緯
を
説
明
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
ど
ん
な
比
較
を

し
て
宝
瀬
地
区
に
な
っ
た
の
か
」

と
い
う
質
問
に
応
え
た
も
の
で
す
。

な
お
、
ほ
か
の
候
補
地
名
は
、
公

表
す
る
こ
と
に
よ
り
市
民
に
混
乱

を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
考
え
ら

れ
る
の
で
公
表
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
進
地
視
察
を
実
施

一
般
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分

場
（
ク
ロ
ー
ズ
ド
式
）
が
実
際
ど

の
よ
う
な
施
設
な
の
か
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
加
治
木
町
の

西
別
府
管
理
型
ク
ロ
ー
ズ
ド
式
最

終
処
分
場
や
都
城
市
の
高
崎
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
な
ど
先
進
地

視
察
の
募
集
を
行
い
、
計
４
回
の

視
察
に
地
元
住
民
58
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

陳
情
書
の
提
出

５
月
28
日
に
は
、「
牧
之
原
の

自
然
を
守
る
会
」
の
皆
さ
ん
17
人

が
市
長
に
対
し
て
陳
情
書
を
提
出
、

６
月
９
日
に
は
同
会
か
ら
立
地
可

能
性
調
査
を
強
制
的
に
進
め
な
い

で
ほ
し
い
と
２
、０
３
５
人
の
署

名
簿
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
の
動
向

市
議
会
に
お
い
て
は
、
６
月
２

日
の
市
議
会
全
員
協
議
会
（
６
月

議
会
）
で
経
過
を
報
告
。
７
月
３

日
に
は
環
境
福
祉
常
任
委
員
会
で

先
進
地
の
視
察
を
実
施
し
、
７
月

８
日
に
同
委
員
会
所
管
事
務
調
査

で
進
捗
状
況
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

隣
接
市
へ
の
説
明

曽
於
市
に
つ
い
て
は
、
４
月
28

日
に
同
市
長
、
６
月
28
日
に
同
議

会
ほ
か
関
係
者
に
現
地
説
明
を
し

ま
し
た
。
志
布
志
市
に
つ
い
て
は
、

５
月
12
日
に
同
市
長
、
６
月
２
日

に
同
議
会
に
対
し
て
も
同
じ
よ
う

な
現
地
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

候
補
地
選
考
の

比
較
表
公
表

市ではこれまで処分場について、地元住民のかたがた
との話し合いや先進地の視察を実施してきました。そし
て今回、どのようにして候補地を絞り込んだかを比較
表として公表しました。

加治木町にある西別府管理型クローズド式最終処分場
（６月４日第１回先進地視察）

一
般
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場

（表1）5候補地の比較の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
候補地① 候補地② 候補地③ 候補地④ 候補地⑤ 備考

法規制
29項目※ 4 8 2 4 2 各法令の規制状況

を点数化した。

活断層の有無 無 有 無 無 無 －

特記事項 － 遺跡が隣接する。
　　　 － 希少動植物生息の

可能性がある。 － －

跡地利用 山間部であり単独
利用となる。

周辺施設と一体的
利用となる。

周辺施設と一体的
利用となる。

山間部であり単独
利用となる。

周辺に施設がなく
単独利用となる。 －

運搬効率 3.9 2.4 1.0 1.5 3.9
最も近い場所
（距離）を1.0とした
場合。

施設整備費
（概算） 1.20 1.00 1.00 1.10 1.13 最も安いのを

1.00とした場合。

アクセス道整備費 必　要 不　要 不　要 必　要 不　要 －

用 地 費 必　要 必　要 不　要 必　要 不　要 －

結　　果

跡地利用が単独と
なる。
アクセス道の整備
を考慮すると、整
備費が高くなる。

活断層があり、遺
跡が隣接している
ため、施設整備は
困難である。

法規制で他候補地
に比べ優位である。
跡地は総合運動公
園と一体的な利活
用が可能である。

跡地利用が単独と
なる。
アクセス道の整備
を考慮すると、整
備費が高くなる。
希少動植物生息の
可能性がある。

法規制で他候補地
に比べ優位である。
既存施設と併せて
管理できるため、
維持管理面は優位
である。

－

※法規制29 項目は、点数が高いほど法規制が厳しい。なお、点数の内訳は、下表のランクAを3点、ランクBを2点、ランクCを1点とした。

※法規制29項目
大区分 地域区分 用　地　区　分

土地利用計画

都市区域（9）
A：�歴史的風土特別保存地区、史跡 ･名称 ･天然記念物、伝統的建物保存群保存地区、埋蔵
文化財

C：市街化区域、市街化調整区域、用途区域、美観地区、風致地区

農業地域（3） B：農業振興地域、農地 ･採草放牧地
C：生産緑地地区

森　　林（3） A：国有林、保安林
B：民有林

自然環境保全
自然公園地域（3） A：国立及び国定公園

B：県立公園、都市公園

自然環境保全地区（4） A：原生自然環境保全地区、鳥獣特別保護区
C：緑地保全地区、近郊緑地保全地区

防災面（7）
A：活断層の有無
B：�河川区域、土石流危険渓流、地すべり危険箇所、急傾斜地崩壊危険箇所、防災指定地区、
宅地造成工事規制区域

（表2）2候補地の比較の概要
候補地③ 候補地⑤ 備考

環境対策審議会の意見 優位である。 付帯意見※

結　　果

候補地⑤に比べて、運搬効率、跡
地利用及び施設整備費が優位であ
る。
環境対策審議会の意見においても
優位である。

候補地③に比べて、運搬効率、跡
地利用及び施設整備費が劣ってい
る。 －

１．施設の安全性には、十分配慮すること。　
２．下流域住民の生活用水（飲料水や農業用水）の水質保全には、十分配慮すること。
３．地域住民への配慮には十分心掛けること。

※環境対策審議会の付帯意見
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児
童
扶
養
手
当

父
親
が
い
な
い
児
童
ま
た
は
父

親
が
重
度
障
が
い
者
の
児
童
の
母

親
や
、
母
親
に
代
わ
っ
て
養
育
し

て
い
る
か
た
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
期
間
は
該
当
す
る
児
童
が

18
歳
に
な
っ
た
日
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で（
障
が
い
の
あ
る

児
童
に
つ
い
て
は
20
歳
未
満
）で
す
。

た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
る
ほ
か
、

公
的
年
金
の
給
付
を
受
け
て
い
る

場
合
や
対
象
児
童
が
乳
児
院
や
児

童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
場
合
、
ま
た
母
親
に
事
実
上
婚

姻
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
男
性
が

い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
支
給
額

◦�

全
部
支
給
（
対
象
児
１
人
の
場

合
）
＝
４
１
、７
２
０
円

◦�

一
部
支
給
（
対
象
児
１
人
の
場

合
）
＝
９
、８
５
０
円
～
４
１
、

７
１
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

法
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る

障
が
い
を
持
つ
20
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、

も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育

し
て
い
る
か
た
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
る
ほ

か
、
対
象
児
童
が
障
が
い
を
理
由

に
公
的
年
金
の
給
付
を
受
け
て
い

る
場
合
や
心
身
障
が
い
児
施
設
な

ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

●
支
給
額

◦�

１
級
（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

＝
５
０
、７
５
０
円

◦�

２
級
（
対
象
児
１
人
の
場
合
）

＝
３
３
、８
０
０
円

ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
金

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母

お
よ
び
児
童
な
ら
び
に
父
母
の
い

な
い
児
童
に
か
か
る
医
療
費
の
う

ち
、
保
険
診
療
に
お
け
る
一
部
負

担
金
の
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
、
助

成
期
間
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

期
間
と
同
様
で
す
（
父
ま
た
は
母

の
場
合
は
末
子
が
該
当
す
る
期
間

ま
で
）。

母
子
家
庭
の
母
へ
の
自
立
支
援

●
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

教
育
訓
練
の
た
め
の
講
座
を
受

講
し
た
場
合
、受
講
費
の
20
㌫（
４

千
円
以
上
で
10
万
円
を
限
度
）
を

支
給
し
ま
す
。

●
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

就
職
に
有
利
な
資
格
取
得
の
た

め
に
２
年
以
上
の
養
成
機
関
に
在

籍
し
て
い
る
場
合
、
修
業
期
間
の

３
分
の
１
の
期
間
に
月
額
10
万
３

千
円
（
市
町
村
民
税
非
課
税
者
）、

ま
た
は
５
万
千
５
百
円
（
同
課
税

者
）
を
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
受
給
資
格
や
対
象
と

な
る
講
座
、
取
得
資
格
な
ど
に
は

制
限
が
あ
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

児
童
家
庭
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
９
１
、
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課

親
子
で
「
豆
腐
作
り
」

健
全
な
心
身
を
育
て
、
豊
か
な

人
間
性
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
食
育

が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
食
育
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
親
子
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、

大
豆
か
ら
豆
腐
を
作
り
、
味
噌
汁

や
卯う

の
花
を
親
子
で
作
り
ま
す
。

◦�

日
時
＝
８
月
29
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
公
民
館
２
階
調
理
実
習
室

◦�

対
象
＝
５
～
６
歳
児
と
そ
の
保

護
者
（
預
か
り
保
育
有
り
）

◦�

参
加
費
＝
無
料

◦�

持
参
す
る
も
の
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
上
履
き
、
お
に
ぎ
り

◦�

定
員
＝
親
子
20
組
（
先
着
順
）

◦�

申
込
方
法
＝
８
月
18
日（
月
）午

前
９
時
か
ら
電
話
で
申
し
込
み

（
９
時
以
前
は
受
け
付
け
ら
れ

ま
せ
ん
）

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
の
募
集

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
活
動

を
通
し
て
自
分
や
家
族
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
、
栄
養
・
運
動
・

休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
ま
す
。
主
な
目

的
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
住

民
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
現
在
、

霧
島
市
で
は
、
１
０
５
人
の
女
性

の
食
生
活
改
善
推
進
員
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
自
分
や
家
族
の
健
康

の
た
め
、
地
域
住
民
の
食
生
活
改

善
の
た
め
に
、
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

募
集
人
員
＝
各
会
場
30
人

◦�

申
込
期
間
＝
８
月
20
日（
水
）ま

で
◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康

増
進
課
☎（
64
）０
９
０
５

T V reception ◎地デジの準備C hild welfare ◎児童福祉情報H ealth ◎健康情報

霧島の大地と大自然に、感謝の意を込めた一大行事。

平成20年「霧島の夏」

◎食生活改善推進員養成講座
国分会場 牧園会場 講 座 内 容

第
１
回

9/ 5（金） 9/ 8（月）

・�開講式、オリエンテーシヨン
・�わたしたちの健康と生活習慣病
について
・�暮らしの中の食品衛生、食の安
全

第
２
回

9/11（木） 9/29（月）
・�食育（食事バランスガイドを使
って）について
・身体活動・運動（講話と実技）

第
３
回 10/10（金） 10/ 8（水）・献立と調理実習

第
４
回
11/ 6（木） 11/13（木）・献立と調理実習

第
５
回
12/ 5（金） 11/26（水）

・�「健康日本 21」、「健康かごしま
21」について
・�食生活改善推進員と地区組織活
動について
・閉講式、今後の活動について

講師などの都合で日程・講座内容が変更になる場合があります。
受講時間は午前のみで５日間の予定です。
詳細につきましては、申込者に後日、通知します。

〜四大まつり〜

第3回 霧島祭天孫
降臨

8
23土

会場：霧島神宮

南九州 神楽まつり
❖開場：16時30分　❖開演：17時30分
❖入場料：300円（小学生以上） ❖雨天時：緑の村
❖出演：霧島神楽／大蔵流狂言／庄内神楽他

8
24日

会場：霧島神宮

霧島神宮 奉納太鼓まつり
❖開演：13時　❖入場無料　❖荒天時：中止
❖出演：霧島九面太鼓／鹿児島県太鼓連合

8
29金

会場：霧島市民会館

感響'０８

〜ＴｈｅＴＡＩＫＯ霧島〜
❖開場：18時　❖開演：19時
❖入場料：前売券   大人2,000円／中学生以下1,000円
　　　　　（当日は500円増し）
❖出演： 近藤克次（長野）／山部泰嗣（岡山）／緑光“ひ

かり”（石川）他

8
30土

会場：みやまコンセール野外音楽堂

霧島高原 太鼓まつり
❖開場：13時　❖開演：17時
❖入場料：300円（小学生以上） ❖荒天時：中止
❖出演： 倉敷天領太鼓（岡山）／三宅島神着木遣太鼓
　　　   （東京）／鹿児島県太鼓連合／霧島九面太鼓他

または

今もっているテレビで見る！（アナログテレビ）
地デジを見るには

デジタルチューナーが必要です。
+

デジタルテレビに
買い換える！

第11回

第23回

◎お問い合わせ先＝霧島市観光案内所��☎（57）1588

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
早
め
に

皆
さ
ん
が
現
在
ご
覧
の
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
放
送
は
平
成
23
年
７
月

24
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
そ

れ
以
降
は
地
デ
ジ
（
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
）
に
完
全
に
切
り
替
わ
り

ま
す
。

現
在
、
山
間
部
や
ビ
ル
陰
な
ど

の
一
部
の
地
域
を
除
い
て
、
霧
島

市
で
は
す
で
に
地
デ
ジ
の
電
波
が

届
い
て
お
り
ま
す
。
地
デ
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
ご
自
分

で
次
の
２
つ
の
こ
と
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①�

テ
レ
ビ
を
地
デ
ジ
専
用
に
買
い

換
え
る
か
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
別
途
購
入
し
、

現
在
使
用
し
て
い
る
テ
レ
ビ
に

接
続
す
る
。

※�

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り

付
け
れ
ば
、
現
在
ご
使
用
の
ア

ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
引
き
続
き

視
聴
が
で
き
ま
す
。

②�

ア
ン
テ
ナ
を
地
デ
ジ
対
応
の
Ｕ

Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
に
取
り
替
え

る
。

※�
現
在
取
り
付
け
て
い
る
ア
ン
テ

ナ
で
視
聴
で
き
る
か
は
専
門
の

業
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◦�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
さ
れ

て
い
る
か
た
は
、
①
と
②
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
南
九
州
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ネ
ッ
ト
☎（
43
）０
１
１
３
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦�

地
デ
ジ
に
関
す
る
情
報
は
霧
島

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
＝
総
務
省
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受

信
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０

（
07
）０
１
０
１
・
情
報
政
策
課

情
報
化
推
進
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
３
３

ＶＨＦアンテナ
⇨

アンテナを確認する

ＵＨＦアンテナ× ○
UHFアンテナでも調整などが必要になる場合があります。
※ケーブルテレビはアンテナ不要です。
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国
分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
２
階
に
あ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー｢

コ
ア
・
よ
か｣

が
開

設
１
周
年
を
迎
え
、
７
月
６
日
に
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
６
、５
５
２
人

目
の
利
用
者
と
な
っ
た
国
分
名
波
町
の
尾
辻

純
子
さ
ん
親
子
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
活
性
化
の
拠
点

昨
年
７
月
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
霧
島
商
工
会
議
所
が
建
設
し

オ
ー
プ
ン
し
た
「
国
分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
」。

商
店
街
を
利
用
す
る
の
に
便
利
な
２
５
０

台
分
の
駐
車
場
や
、
１
階
に
は
コ
ン
ビ
ニ
、

ブ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
フ
ロ
ア
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
２
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の

が
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
コ
ア
・
よ
か
」

で
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
各
種
証
明
書
の
発

行
や
税
金
な
ど
の
収
納
業
務
を
行
う
窓
口
の

ほ
か
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

利
用
者
が
増
加

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
は
、
年

末
年
始
を
除
く
毎
日
午
後
７
時
ま
で
開
所
し

て
い
る
た
め
、
午
後
５
時
以
降
や
土
日
に
も

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
開
設
当
初
１
か
月
の
窓
口
で
の
取
り
扱

い
件
数
は
２
７
０
件
程
度
で
し
た
が
、
今
年

４
月
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
り
扱
い
業
務
も

始
ま
り
、
今
で
は
１
か
月
に
１
、９
０
０
件

を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
金
な
ど
の
収

納
金
額
も
９
０
０
万
円
を
超
え
る
月
も
あ
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
10
月
末
に
は
国
分
パ
ー
ク

プ
ラ
ザ
２
階
か
ら
き
り
し
ま
国
分
山
形
屋
２

階
へ
続
く
歩
道
橋
も
完
成
す
る
予
定
で
、
ま

す
ま
す
便
利
で
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

今
後
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
コ
ア
・

よ
か
」
を
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
☎（
46
）１
３
３
７

    市民サービスセンター窓口 地域包括支援センター ファミリーサポートセンター 会議室など
開 所 日 年末年始を除く毎日
開所時間 10:00 ～ 19:00 10:00 ～ 21:00

業務内容

①証明書発行業務
②パスポート窓口業務
③税金などの収納業務
④ 市の情報誌・観光パンフレ
ットの設置
※ ①②③の詳細は下記の「市
民サービスセンター窓口で
ご利用いただけるサービ
ス」をご覧ください。

①介護予防事業
　・ケアプラン作成など
②包括的支援事業
　・総合相談など
　（支所との連携） 

ファミリーサポートセンター
事業
・会員の募集、登録
・ 会員同士の相互援助活動の
仲介・調整

・子育て支援

・会議室
　（大・中・小）
・研修サロン
　（大・中・小）
・プレイルーム 
・交流サロン 

実施主体 霧島市 霧島市社会福祉協議会 霧島市しみん学習支援公社
連 絡 先 ☎（46）1337 ☎（48）7979 ☎（48）9350 ☎（46）1337

◎市民サービスセンター窓口のサービス
①証明書発行業務

 

住民基本台帳関係 住民票《全員・個人》
戸籍関係 全部事項証明《現在戸籍》、個人事項証明《現在戸籍》

印鑑登録関係 印鑑証明、印鑑登録申請（本人申請のみ）、新規カード発行（本人申請のみ）

税証明関係
市県民税 所得証明、課税証明、所得課税証明《個人・世帯》
納税証明 市県民税、軽自動車税《車検用》

②パスポート窓口業務

パスポートの申請 平日（月～金　ただし、祝日、振替休日、年末年始は除く）
午前10時～午後4時30分

パスポートの交付 毎日（年末年始を除く）
午前10時～午後7時

③税金などの収納業務

 
市県民税《普通徴収》、軽自動車税、固定資産税・都市計画税、国民健康保険税、介護保険料《普通徴収》、後期高齢者医療保険料《普通徴収》、
保育料（保育所負担金）、養護老人ホーム入所者負担金（社会福祉費負担金）、市営住宅使用料、公共下水道受益者負担金、公立幼稚
園保育料、交通災害共済掛金

※「③税金などの収納業務」については、納付書を持参いただいた場合のみ支払いができます。（納付書の再発行はできません）

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
コ
ア
・よ
か
」が
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た

Core・yoka 1st anniversary

くす玉を割る関係者

風
が
関
節
に
当
っ
た
だ
け
で
も
痛
む
こ
と

に
由
来
す
る
こ
の
病
気
。
患

わ
ず
ら

っ
た
こ
と
の
あ

る
人
は
そ
の
痛
み
を
も
う
２
度
と
経
験
し
た

く
な
い
と
思
う
で
し
ょ
う
。
日
本
に
お
け
る

痛
風
患
者
の
数
は
40
万
人
以
上
、
そ
の
予
備

群
で
あ
る
高
尿
酸
血
症
の
人
は
１
５
０
万
人

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
痛
風
の
歴
史
は
古
く
、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
か
ら
そ

の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
美
食
や
ワ
イ
ン
な
ど
の
飲
酒
が
原
因
と
考

え
ら
れ
て
「
ぜ
い
た
く
病
」
と
か
「
帝
王

病
」
と
も
呼
ば
れ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王

や
ル
イ
14
世
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ニ
ュ
ー

ト
ン
な
ど
の
著
名
人
も
痛
風
を
患
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
飽
食
の
時
代
に
な
り
最
近

で
は
、
だ
れ
で
も
発
症
す
る
可
能
性
の
あ
る

生
活
習
慣
病
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
２
回
に
わ
た
っ
て
こ
の
痛
風
と

い
う
病
気
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

<

尿
酸
と
プ
リ
ン
体>

痛
風
を
理
解
す
る
た
め
に
「
尿
酸
」と「
プ

リ
ン
体
」
に
つ
い
て
ま
ず
解
説
し
ま
す
。
尿

酸
は
、
文
字
か
ら
推
察
す
る
と
尿
の
中
の
酸

を
考
え
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
実
は
血
液

の
中
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
次
に
プ
リ
ン
体
（
お
菓
子
の
プ
リ
ン

と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）、こ
れ
は
元
々
人

間
の
体
の
中
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
激
し
い
運

動
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
と
尿
酸

へ
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
肉
や
魚
な
ど

の
食
品
に
も
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
を
食
べ
る
と

肝
臓
で
尿
酸
に
変
わ
り
ま
す
。
つ
ま
り
プ
リ

ン
体
が
尿
酸
の
元
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
尿
酸
が
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
血
液
中
に

増
え
る
と
高
尿
酸
血
症
と
い
う
状
態
に
な
り
、

そ
し
て
一
度
関
節
の
激
痛
発
作
が
起
こ
る
と

痛
風
と
い
う
病
気
に
名
前
を
変
え
ま
す
。

<

痛
風
発
作
は
な
ぜ
痛
い
？>

痛
風
の
激
し
い
痛
み
は
ど
う
し
て
起
こ
る

の
で
し
ょ
う
？
血
液
中
の
尿
酸
が
高
い
状
態

が
続
く
と
、
次
第
に
尿
酸
が
血
液
に
と
け
に

く
く
な
り
結
晶
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
結
晶
が
関
節
の
中
に
出
て
き
て
骨
に
張
り

付
い
た
状
態
に
な
り
、
量
が
徐
々
に
増
え
て

く
る
と
耐
え
切
れ
ず
一
部
が
は
が
れ
落
ち
て

し
ま
い
ま
す
。
す
る
と
自
分
の
体
を
外
敵
か

ら
守
る
役
目
を
し
て
い
る
白
血
球
が
、
は
が

れ
た
結
晶
を
敵
と
勘
違
い
し
て
攻
撃
し
、
痛

み
や
腫は

れ
を
お
こ
す
物
質
を
出
す
の
で
す
。

<

痛
風
は
怖
い
病
気
？>

痛
風
に
よ
る
関
節
の
痛
み
は
白
血
球
と
結

晶
の
戦
い
が
一
段
落
す
る
と
治
ま
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
た
め
無
治
療
で
も
通
常
一
週
間
程

度
で
痛
み
は
治
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
大
変
な
こ
と
に
な
り

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
痛
風
に
は
怖
い
合
併
症
が

あ
る
か
ら
で
す
。
関
節
の
痛
み
は
氷
山
の
一

角
で
あ
り
「
治
療
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

よ
！
」
と
い
う
警
告
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。

痛  風

尿
酸
結
晶
は
関
節
だ
け
で
な
く
腎
臓
な
ど
に

も
た
ま
っ
て
腎
機
能
障
害
を
起
こ
し
、
最
終

的
に
は
重
度
の
腎
不
全
と
な
り
、
人
工
透
析

が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
腎

臓
や
尿
管
の
結
石
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
い
わ
れ
る

脂
質
異
常
症
や
肥
満
な
ど
と
の
関
係
も
深
く
、

脳
卒
中
や
心
臓
疾
患
な
ど
に
な
る
可
能
性
も

高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

<

痛
風
に
な
り
や
す
い
人
と
は
？>

ま
ず
性
別
で
は
９
割
以
上
が
男
性
で
す
。

そ
の
理
由
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
量
の
違
い

や
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
尿
酸
を
体
の
外
へ
出
し

や
す
く
し
て
い
る
た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
閉
経
後
の
女

性
は
男
性
同
様
、
要
注
意
で
す
。
痛
風
に
な

る
年
齢
は
30
代
が
最
も
多
く
、
次
い
で
40
代
、

そ
し
て
50
代
と
な
っ
て
お
り
比
較
的
、
若
い

こ
ろ
に
発
症
し
ま
す
。
食
生
活
で
は
肉
類
な

ど
を
よ
く
食
べ
る
人
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
多
量

に
飲
む
人
、
野
菜
嫌
い
の
人
な
ど
が
要
注
意

で
す
。
ま
た
運
動
に
つ
い
て
は
瞬
発
力
を
要

す
る
よ
う
な
激
し
い
運
動
や
過
度
の
筋
ト
レ

な
ど
は
血
液
中
の
尿
酸
が
増
え
る
た
め
痛
風

に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
運
動

の
後
、
風
呂
上
が
り
に
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が

ら
焼
肉
を
食
べ
る
至
福
の
と
き
が
痛
風
発
症

の
最
も
危
険
な
状
況
で
あ
る
の
で
す
。

次
回
は
痛
風
の
食
事
、
運
動
療
法
に
つ
い

て
さ
ら
に
詳
し
く
、
そ
し
て
治
療
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

痛
風
を
も
っ
と
知
ろ
う

やさしい医療講座
財団法人痛風研究会　痛風協力医療機関　医療法人昭山会

佐藤医院  院長／佐藤昭人

M E D I C A L  L E C T U R E

広報きりしま  2021  Kirishima City Public Relations, 2008.8, Japan



i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

K irishima Information

滞
納
す
る
こ
と
な
く
納
め
て
い

る
か
た

②�

こ
れ
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税

を
口
座
振
替
で
納
め
る
か
た

●
手
続
方
法

◦�

口
座
振
替
を
し
て
い
た
か
た
→

市
役
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦�

口
座
振
替
が
は
じ
め
て
の
か
た

→
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
、

手
続
き
終
了
後
の
書
類
と
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
し
出
て
い
た
だ
く
時
期
に
よ

り
年
金
か
ら
の
天
引
き
中
止
に
時

間
を
要
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
民

税
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０
２

全
国
公
募
南
九
州
水
墨
画
展

霧
島
展
覧
会

全
国
か
ら
１
４
４
点
の
応
募
が

あ
り
、
91
点
の
入
賞･

入
選
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
洋
画
と
は
一
味

違
っ
た
水
墨
画
の
世
界
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◦�

期
間
＝
８
月
19
日（
火
）～
31
日

（
日
）

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振
興
課

芸
術
文
化
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１

１
１
９

宝
く
じ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
動
や
事
業
を

支
援
し
て
い
ま
す

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
金
）
を
活

用
し
、
国
分
ふ
れ
あ
い
の
郷
に
冷

暖
房
設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
共
生
協
働
推

進
課
☎（
64
）０
９
８
８

行
方
不
明
者
を
さ
が
す

相
談
所
の
開
設

毎
年
８
月
は
行
方
不
明
者
の
身

元
を
探
す
月
間
と
し
て
警
察
本
部

や
各
警
察
署
で
相
談
所
を
設
け
て

い
ま
す
。
お
困
り
の
か
た
は
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。〈
相
談
無
料
、

秘
密
厳
守
〉

◎�
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
警
察
署

☎（
47
）２
１
１
０
、
横
川
警
察

署
☎（
72
）０
１
１
０

募　

集

市
職
員
の
給
与
支
給
明
細
書
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

給
与
支
給
明
細
書
は
、
毎
月
各

職
員
に
確
実
に
手
渡
さ
れ
、
す
ぐ

に
捨
て
ら
れ
ず
に
一
定
期
間
保
管

さ
れ
る
の
で
、
職
員
や
そ
の
家
族

を
対
象
と
し
た
広
告
に
最
適
で
す
。

◦�

配
布
期
間
＝
１
年
間
（
15
回
）

◦�

配
布
部
数
＝
１
回
当
た
り
約
１
、

４
０
０
通

◦�

掲
載
位
置
＝
給
与
支
給
明
細
書

裏
面

◦�

募
集
件
数
＝
１
件

◦�

募
集
期
間
＝
８
月
25
日（
月
）ま

で
※�

詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
随
時

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

各
総
合
支
所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
建
築
住
宅
課

住
宅
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０

９
65
歳
～
74
歳
の

国
民
健
康
保
険
加
入
の

皆
さ
ま
へ

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）の「
年
金
天
引
き
の
基

準
見
直
し
」
に
よ
り
国
民
健
康
保

険
税
の
年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）

に
も
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
４
月
か
ら
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
る
か
た
、
ま
た

は
、
平
成
20
年
10
月
よ
り
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
か
た
（
６
月
に
送
付
し
た
平

成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
税

通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
の

う
ち
、
次
の
①
②
の
い
ず
れ
の
要

件
も
満
た
す
か
た
は
、
市
役
所
へ

申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り

口
座
振
替
（
引
き
落
と
し
）
で
支

払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

●
要
件

①�

こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を

お
知
ら
せ

市
営
住
宅
の

入
居
申
し
込
み
に
つ
い
て

霧
島
市
に
は
市
公
営
住
宅
・
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
が
あ
り
ま
す
が
、

入
居
方
法
は
随
時
申
し
込
み
受
け

付
け
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
分
・
隼
人
地
区
で
は
申
し
込

み
か
ら
入
居
ま
で
１
年
か
ら
３
年

く
ら
い
待
機
期
間
が
あ
り
、
今
後

さ
ら
に
待
機
期
間
が
長
く
な
る
傾

向
に
あ
る
た
め
、
住
宅
に
困
っ
て

い
る
か
た
や
低
所
得
者
の
入
居
に

対
応
で
き
な
い
状
況
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
入
居
申
込
方
法
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

【
国
分
・
隼
人
地
区
】

平
成
22
年
４
月
か
ら
公
募
に
よ

る
公
開
抽
選
で
行
い
ま
す
。
こ
の

た
め
新
規
の
入
居
申
し
込
み
の
受

け
付
け
は
平
成
20
年
８
月
31
日
を

も
っ
て
停
止
し
ま
す
。

※�

た
だ
し
、
平
成
22
年
3
月
ま
で

に
待
機
者
が
い
な
く
な
っ
た
市

営
住
宅
が
あ
れ
ば
「
広
報
き
り

し
ま
」
な
ど
で
案
内
し
、
公
募

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
溝
辺
・
横
川
・
牧
園
・
霧
島
・

福
山
地
区
】

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
人
事

給
与
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１

５
第
４
回
「
き
り
し
ま
歴
史
散
歩
」

霧
島
の
七
不
思
議
や
肥
後
国
石

工
岩
永
三
五
郎
が
奉
納
し
た
手ち

ょ
う
ず水

鉢
な
ど
を
約
２
時
間
30
分
か
け
て

散
策
し
ま
す
。〈
参
加
料
無
料
〉

◦�

日
時
＝
９
月
６
日（
土
）午
前
９

時
～
11
時
30
分

※
受
付
は
午
前
８
時
30
分
～

◦�

集
合
場
所
＝
霧
島
神
宮
参
拝
者

駐
車
場

◦�

定
員
＝
30
人

◦�

持
参
す
る
物
＝
飲
料
水
、
帽
子
、

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、

筆
記
用
具

◦�

申
込
期
限
＝
８
月
28
日（
木
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島

出
張
所
教
育
振
興
課
教
育
グ

ル
ー
プ
☎（
57
）１
１
１
１

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
者
募
集

 

１
０
５　

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

入
門
コ
ー
ス

９
月
16
日（
火
）～
17
日（
水
）

 

１
０
６　

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

９
月
18
日（
木
）～
19
日（
金
）

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
８

月
15
日（
金
）ま
で
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。〈
必
着
〉

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人

工
業
高
校
生
涯
学
習
県
民
大

学
講
座
係
☎
（
42
）
０
０
２
３
、

〒
８
９
９
︲
５
１
０
６
隼
人
町

内
山
田
１
︲
６
︲
20

相　

談

霧
島
市
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

〈
事
前
予
約
制
〉

◦�

場
所
・
期
日

●�

み
そ
め
館（
溝
辺
町
）＝
９
月

11
日
、
10
月
９
日
、
11
月
13
日
、

12
月
４
日

●�

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
国
分

公
民
館
＝
９
月
25
日
、
10
月
23

日
、
11
月
27
日
、
12
月
11
日

◦�

対
象
＝
市
民（
法
人
は
対
象
外
）

◦�

相
談
時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

／
一
人
当
た
り
30
分
程
度

◦�

予
約
＝
相
談
月
の
１
日
（
11
月

は
４
日
）
か
ら
電
話
予
約
（
先

着
順
・
各
回
６
人
）

◎�

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児

島
県
弁
護
士
会
☎
０
９
９（
２

２
６
）３
７
６
５

３
時
30
分

◦�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◦�

定
員=

各
20
人
（
市
民
対
象
）

◦�

受
講
料
＝
各
１
、０
０
０
円

※
両
コ
ー
ス
の
同
時
申
込
不
可

◦� 

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
で
申

し
込
む
。

◦�

申
込
締
切
＝
９
月
４
日（
木
）必

着
◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎（
64
）０
９
１
９

だ
れ
で
も
簡
単

き
り
し
ま
郷
土
料
理
教
室

霧
島
の
里
山
で
昔
か
ら
伝
わ
る

郷
土
料
理
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。�

◦�

メ
ニ
ュ
ー
＝
芋
ま
ん
じ
ゅ
う
、

豚
の
角
煮
、
に
が
う
り
の
油
炒

め
、
昆
布
の
佃
煮
、
薩
摩
汁

◦�

日
時
＝
９
月
18
日（
木
）午
前
９

時
～
午
後
１
時

※
受
付
は
午
前
８
時
40
分
～

◦�

集
合
場
所
＝
霧
島
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

◦�

定
員
＝
25
人

◦�

参
加
料
＝
５
０
０
円

◦�

持
参
す
る
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
ス

リ
ッ
パ
、
筆
記
用
具

◦�

申
込
期
限
＝
９
月
１
日（
月
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島

出
張
所
教
育
振
興
課
教
育
グ

ル
ー
プ
☎（
57
）１
１
１
１

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
で

開
業
し
ま
せ
ん
か

霧
島
商
工
会
議
所
で
は
、
中
心

市
街
地
の
空
き
店
舗
で
開
業
、
開

店
さ
れ
る
意
欲
あ
る
か
た
に
家
賃

補
助
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◦�

対
象
者
＝
18
歳
以
上
で
国
分
の

中
心
市
街
地
で
半
年
以
内
に
開

業
、
開
店
予
定
の
か
た

◦�

内
容
＝
家
賃
補
助
１
年
間
（
家

賃
の
50
㌫
、
最
大
５
万
円
）、

そ
の
ほ
か
専
門
家
（
技
術
・
経

営
）
に
よ
る
無
料
指
導

◦�

申
込
＝
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
予
定
業
種
を

記
入
の
上
、
は
が
き
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
締
切
＝
９
月
30
日（
火
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島

商
工
会
議
所
商
店
街
活
性
化
特

別
対
策
室
☎（
45
）０
３
１
３
、

℻（
45
）５
６
６
２
、
〒
８
９
９

︲
４
３
３
２
国
分
中
央
３
丁
目

12
︲
41

自
然
農
法
研
究
会
料
理
教
室

「
豆
腐
づ
く
り
と
自
然
食
」

◦�

日
時
＝
８
月
24
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
２
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
国
分
公
民
館
調
理
室

◦�

定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

◦�

参
加
費
＝
５
０
０
円
（
材
料
代

込
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
自
然
農
法
研

究
会【
並
松
】☎（
46
）８
０
０
３

隼
人
工
業
高
校

中
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

◦�

日
時
＝
９
月
19
日（
金
）～
10
月

21
日（
火
）（
火
曜
・
金
曜
、
全

10
回
）
午
後
６
時
～
８
時

◦�

定
員
＝
20
人（
20
歳
以
上
男
女
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
氏

〒899-4394

国
分
中
央
三
丁
目
四
五–

一

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

行

ここには
何も記入しない往

信
面

ご
自
宅
住
所

ご
自
分
の
氏
名

返
信
面

パソコン基礎
講座受講希望

住所 〒899-○○○○
霧島市○○○○○○○
氏名
年齢
電話番号
希望コース○○○

〈記入例〉

〒899-○○○○
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

●

健
康
増
進
課
に
聞
き
ま
し
た
。

市
で
は
不
妊
治
療
に
対
し
て
、

県
の
助
成
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

す
る
制
度
（
広
報
５
月
号
掲
載
）

が
あ
り
ま
す
。
不
妊
治
療
に
は
い

ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
、
保
険
が

適
用
さ
れ
る
医
療
、
比
較
的
早
い

治
療
で
受
胎
す
る
場
合
な
ど
形
態

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
少
し
で
も
皆

さ
ん
の
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

紙
回
収
日
に
つ
い
て
の
要
望

で
す
。
紙
回
収
は
月
に
１

度
だ
け
な
の
で
た
く
さ
ん
た
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
新

聞
社
の
回
収
も
月
１
回
あ
る
の
で

す
が
、
ほ
ぼ
紙
回
収
日
と
同
じ
日

に
あ
る
の
で
す
。（
私
の
地
区
だ

け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）
も
し
新

聞
社
と
２
週
間
ほ
ど
ず
ら
す
な
ど
、

改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
し
た
ら
取

り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
ま
り
ん
35
歳
女
性
）

●

市
の
回
収
日
は
地
域
に
よ
っ
て

異
な
る
た
め
、
ひ
と
つ
の
地
域
を

調
整
し
て
も
、
そ
の
ほ
か
の
地
域

が
同
じ
よ
う
な
日
程
に
な
る
よ
う

で
す
。
資
源
ご
み
回
収
は
、
市
の

貴
重
な
財
源
で
も
あ
り
地
域
の
皆

さ
ま
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
資
源
ご

み
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

15
年
ほ
ど
前
、
転
勤
の
た

め
県
外
で
生
活
し
た
と

き
の
こ
と
、
驚
い
た
の
が
目
に
余

る
交
通
マ
ナ
ー
の
悪
さ
で
し
た
。

数
年
間
過
ご
し
た
あ
と
帰
鹿
。
私

は
愕が

く

然ぜ
ん

と
し
ま
し
た
。
以
前
に
比

べ
こ
の
地
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目

立
つ
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ

ん
。
霧
島
市
民
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
、
私
た
ち
だ
け
で
も
ゆ
と

り
あ
る
優
し
い
運
転
を
心
が
け
ま

せ
ん
か
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
。（
Ｋ
Ｍ
56
歳
男
性
）

●

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
く
た
び
に

大
事
故
で
な
け
れ
ば
と
心
配
し
ま

す
。
時
間
と
心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、

常
に
事
故
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る

こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

人
の
風
景「
霧
島
に
生
き
る
」

を
読
ん
で
、
有
機
野
菜
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
肥
後
さ

ん
、
徳
永
さ
ん
に
感
心
す
る
と
共

に
、
食
育
、
地
産
地
消
に
私
自
身

と
て
も
興
味
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
道
の
駅
に
行
っ
て
は
地
元
産
品

を
購
入
し
て
い
ま
す
。
知
人
の
息

子
さ
ん
も
今
年
、
祖
父
の
作
っ
て

い
る
有
機
野
菜
を
作
り
た
い
と
農

大
農
学
部
野
菜
科
に
進
学
し
ま
し

た
。
そ
の
お
母
さ
ん
が
息
子
さ
ん

の
作
っ
た
玉
ね
ぎ
と
パ
プ
リ
カ
、

ピ
ー
マ
ン
を
持
っ
て
こ
ら
れ
、
早

速
調
理
し
味
見
を
し
ま
し
た
。
甘

味
が
あ
り
、
と
て
も
や
さ
し
い
味

で
、
そ
の
う
ち
に
息
子
さ
ん
が
自

分
の
畑
で
作
っ
た
有
機
野
菜
を
食

べ
ら
れ
る
日
も
近
い
か
も
と
話
す

こ
と
で
し
た
。
楽
し
み
で
す
。（
お

み
な
え
し
46
歳
女
性
）

●

食
育
の
大
切
さ
が
重
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
素
材
、
産
地
、
育
て
か

た
、
調
理
の
方
法
な
ど
、
命
の
源

で
あ
る
食
に
も
っ
と
関
心
を
持
ち
、

季
節
に
合
っ
た
地
元
の
産
品
を
大

切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
10
通
の
お
便
り
が

あ
り
ま
し
た
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
を
必
ず
お
書
き

く
だ
さ
い
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

６
月
29
日
、
霧
島
市
愛
唱
歌
、

音
頭
の
歌
手
コ
ン
テ
ス
ト

に
参
加
し
、
次
の
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
①
市
民
で
つ
く
る
行
事
に

参
加
で
き
た
喜
び
。
②
団
体
の
出

場
で
一
体
と
な
り
、
和
と
絆き

ず
なが

で

き
た
喜
び
。
③
小
中
高
校
生
、
大

人
の
参
加
で
、
皆
さ
ん
の
歌
を
聞

き
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

頑
張
っ
て
勉
強
し
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
決
意
。
④
一
市
民
と
し

て
、
行
事
に
こ
れ
か
ら
も
参
加
し

て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
。
⑤
優
勝

者
の
姿
と
歌
声
、
目
や
耳
に
強
く

残
っ
て
い
ま
す
。
や
が
て
孫
が
で

き
た
と
き
に
Ｃ
Ｄ
を
聴
き
な
が
ら

一
緒
に
歌
っ
て
話
が
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
く

ま
の
プ
ー
さ
ん
53
歳
女
性
）

●

同
じ
歌
で
も
皆
さ
ん
の
個
性
が

発
揮
さ
れ
、
全
く
飽
き
の
こ
な
い

コ
ン
テ
ス
ト
で
し
た
。
市
民
と
共

に
つ
く
り
あ
げ
た
イ
ベ
ン
ト
に
感

動
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

歌
手
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。
出
場
者
の
皆
さ

ん
、
上
手
な
か
た
が
多
く
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
同
じ
グ
ル
ー
プ

の
中
に
レ
ベ
ル
が
と
て
も
高
い
か

た
が
い
て
私
自
身
優
勝
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
と

て
も
良
い
経
験
で
し
た
。
私
は
演

歌
が
得
意
な
の
で
優
勝
で
き
た
ら

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
た
か
っ
た
の
で
少
し
残
念

で
す
。
霧
島
市
の
歌
は
ど
れ
も
歌

い
や
す
い
良
い
曲
で
す
。
今
年
の

夏
祭
り
は
「
お
じ
ゃ
ん
せ
霧
島
」

の
音
頭
で
決
ま
り
で
す
。
優
勝
さ

れ
た
か
た
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
が
ん
ば
れ
！
応
援
し
て
い
ま

す
。（
ミ
ミ
55
歳
女
性
）

●

出
場
者
の
皆
さ
ん
の
レ
ベ
ル
の

高
い
こ
と
に
私
も
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
老
人
ホ
ー
ム
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

市
制
３
周
年
記
念
事
業
「
霧

島
市
民
音
楽
の
集
い
」
が

霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

す
ば
ら
し
い
演
出
で
し
た
。
市
歌
、

愛
唱
歌
、
音
頭
の
特
別
出
演
も
企

画
さ
れ
、
わ
が
ま
ち
、
よ
か
と
こ
、

好
き
で
す
霧
島
市
。
７
つ
並
ん
で

咲
き
揃そ

ろ

う
霧
島
の
花
、
隅
々
ま
で

根
を
広
げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
次

の
集
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
霧
島
好
男
68
歳
男
性
）

●

霧
島
の
夏
は
、
霧
島
国
際
音
楽

祭
、
天
孫
降
臨
霧
島
祭
な
ど
芸
術

と
文
化
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
か
た
に
参
加
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
と
共
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

第
２
子
出
産
の
た
め
６
月
末

か
ら
霧
島
市
に
帰
省
し
て

い
ま
す
。
長
男
は
２
歳
５
か
月
の

遊
び
ざ
か
り
で
す
が
、
長
雨
の
た

め
外
で
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

親
子
共
々
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま

し
た
。
こ
う
い
う
時
に
利
用
で
き

る
屋
内
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
な
あ

と
思
い
ま
す
。
公
立
保
育
園
を
開

放
す
る
と
か
、
児
童
館
な
ど
、
保

育
園
、
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な
い

子
ど
も
た
ち
が
利
用
で
き
る
屋
内

施
設
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
ノ

ン
タ
ン
30
歳
女
性
）

●

市
内
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
保

育
園
の
開
放
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
子
育
て
を
支
援
す
る
多
く
の
機

会
が
あ
り
、
子
育
て
情
報
「
ぐ
ん

ぐ
ん
の
木
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
携
帯
サ
イ
ト
で
も
案
内
）
そ
れ

ぞ
れ
利
用
で
き
る
時
間
帯
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
担
当

の
児
童
福
祉
課
☎（
64
）０
９
９
１

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

広
報
き
り
し
ま
７
月
号
に
市

が
取
り
組
ん
で
い
る
子
育

て
事
業
の
特
集
が
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

は
乳
幼
児
の
お
母
さ
ん
に
と
っ
て

と
て
も
心
強
い
よ
い
事
業
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
私
も
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
た
ら
ぜ
ひ
支
援
事
業
を
利

用
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

今
、
不
妊
治
療
中
で
す
。
市
で
は

不
妊
治
療
の
助
成
金
が
あ
り
ま
す

が
、
対
象
が
体
外
授
精
の
み
で
す
。

不
妊
治
療
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で

治
療
し
て
い
き
、
体
外
授
精
に
い

た
る
ま
で
に
も
結
構
お
金
が
か
か

り
ま
す
。
体
外
授
精
だ
け
を
助
成

金
の
対
象
と
せ
ず
、
内
服
や
注
射
、

人
工
授
精
な
ど
、
も
う
少
し
対
象

の
幅
を
広
げ
て
ほ
し
い
で
す
。（
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
29
歳
女
性
）
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お便りをくださったかたの中か
ら霧島温泉旅館協会の「霧島温
泉みすと」を10人のかたにプレ
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発表は、商品の発送を持ってかえ
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の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。
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待ってます
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差
、
そ
し
て
農
家
さ
ん
の
手
間
が

加
わ
っ
て
「
お
米
が
お
い
し
く

な
っ
た
」
と
の
こ
と
。
こ
ん
な
に

お
い
し
い
の
に
知
名
度
が
低
い
の

は
驚
き
で
す
。
地
元
で
消
費
す
る

分
だ
け
を
作
る
の
が
精
一
杯
と
か
、

〈随ずいそう想〉

正
に
隠
れ
た
逸
品
。

霧
島
に
移
住
し
て
間
も
な
い
こ

ろ
、
ス
ー
パ
ー
で
大
き
な
袋
に

入
っ
た
大
豆
と
塩
を
見
つ
け
ま
し

た
。
お
味
噌
は
買
う
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
霧
島
の
人

は
自
分
た
ち
の
食
べ
る
物
は
何
で

も
手
づ
く
り
、
昔
か
ら
の
伝
統
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
四
季

折
々
の
霧
島
な
ら
で
は
の
食
文
化

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

家
族
総
出
の
田
植
え
や
稲
刈
り
、

こ
の
と
き
ば
か
り
は
勤
め
も
休
ん

で
手
伝
う
と
聞
き
ま
し
た
。
一
致

団
結
、
家
族
と
の
絆

き
ず
な

が
強
い
。
お

墓
に
は
な
ん
と
屋
根
が
付
き
絶
え

る
こ
と
な
く
花
が
添
え
ら
れ
、
先

祖
を
敬
う
気
持
ち
が
強
い
土
地
柄

と
感
じ
ま
し
た
。

霧
島
は
日
本
発
祥
の
地
、
神
秘

的
な
と
こ
ろ
。
神
話
の
里
、
霧
島

神
宮
の
お
膝
元
に
住
む
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
反
面
、
山
の
許
し

が
得
ら
れ
て
い
る
の
か
ド
キ
ド
キ

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
霧
島
も
ゴ

ミ
、
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
が
目
に

付
き
ま
す
。
自
分
た
ち
の
住
む
土

地
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
美
し
い
自
然
を
後
世
に
残
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

静
岡
に
い
た
こ
ろ
黒
豚
が
高
価

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
鹿
児
島
な

ら
安
く
て
よ
い
肉
が
手
に
入
り
そ

う
」。
以
前
か
ら
餃
子
の
味
が
好

評
で
娘
に
「
マ
マ
の
味
は
？
」
と

Profile

かとう  しゅうこ（48）
（霧島田口在住）静岡県出身。
招き猫ズと夫の博さん（53）の2人
2O脚。平成18年霧島に移住。黒豚
餃子専門店「シュ～餃子」開店☎
57-4026。鹿児島地産地消推進
店・緑提灯（ちょうちん）鹿児島1号
店。NPO法人霧島サンバイオで霧
島の生態系などを勉強中。

◎加藤 修子

私
は
、
願
い
は
必
ず
か
な
う
と

信
じ
て
い
ま
す
。
猫
が
そ
ば
に
い

て
ほ
し
い
と
願
っ
た
次
の
日
、
家

の
外
で
ニ
ャ
ー
。
迷
い
猫
そ
れ
も

２
匹
。
猫
の
成
長
と
と
も
に
家
が

手
狭
に
な
っ
た
と
き
に
主
人
が

「
人
生
の
後
半
は
自
然
の
中
で
暮

ら
し
た
い
」
と
、
猫
に
招
か
れ
る

か
の
よ
う
に
自
然
宝
庫
の
霧
島
に

移
住
を
決
意
。
平
成
18
年
春
、
庭

に
桜
が
咲
く
温
泉
付
き
の
家
を
購

入
。「
霧
島
は
南
国
」
と
思
い
き

や
な
ん
と
雪
が
積
も
る
と
知
り
ま

し
た
（
笑
）。
家
に
い
な
が
ら
森

林
浴
、
霧
深
く
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

た
っ
ぷ
り
。
そ
の
名
の
と
お
り
霧

島
と
納
得
。
真
っ
暗
闇
に
浮
か
ぶ

満
天
の
星
空
。

霧
島
は
お
い
し
い
食
材
の
宝
庫
、

霧
島
の
お
米
を
初
め
て
炊
い
た
と

き
釜
の
ふ
た
を
開
け
て
び
っ
く
り
。

キ
ラ
キ
ラ
ま
る
で
宝
石
の
よ
う
に

光
り
輝
い
て
米
粒
が
揃そ

ろ

っ
て
大
き

い
。
食
べ
て
２
度
び
っ
く
り
モ
チ

モ
チ
。
冷
め
て
３
度
び
っ
く
り
甘

い
。
何
で
こ
ん
な
に
お
い
し
い
お

米
に
な
る
の
か
知
り
た
く
な
り
ま

し
た
。
霧
島
連
山
の
豊
富
な
天
然

水
と
霧
、
澄
ん
だ
空
気
、
寒
暖
の

聞
く
と
「
餃
子
か
な
」
と
言
わ
れ
、

機
会
が
あ
れ
ば
餃
子
の
店
を
や
り

た
い
と
調
理
師
の
免
許
を
大
事
に

持
っ
て
い
ま
し
た
。
鳥
の
さ
え
ず

り
と
虫
の
音
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
お
い
し

い
餃
子
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
、

そ
ん
な
思
い
か
ら
平
成
18
年
12
月

霧
島
田
口
に
小
さ
な
お
店
を
オ
ー

プ
ン
。
店
を
始
め
て
お
客
さ
ま
か

ら
帰
り
際
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
こ

と
に
驚
き
ま
す
。
私
た
ち
が
お
礼

を
言
う
べ
き
側
な
の
に
お
客
さ
ま

の
「
あ
り
が
と
う
」
に
恐
縮
、
霧

島
の
恵
み
に
感
謝
。

霧島の天の恵みに感謝

平
和
と
命
の
尊
さ

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

戦
後
生
ま
れ
の
私
で
す
が
、

大
学
時
代
に
「
日
本
青
年
遺
骨

収
集
団
」
を
結
成
し
、
サ
イ
パ

ン
、
パ
ラ
オ
な
ど
南
洋
諸
島
の

遺
骨
収
集
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
暑
い
夏
が
来
る
度
に
当
時

の
こ
と
を
鮮
明
に
思
い
出
し
ま

す
。
こ
の
手
で
何
千
も
の
遺
骨

を
収
集
し
、
千ち

鳥ど
り

ヶが

淵ふ
ち

に
納
め

た
経
験
を
持
つ
私
は
「
戦
争
の

追
体
験
者
」
で
あ
り
、
命
の
危

険
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
悲
惨

さ
、
恐
ろ
し
さ
を
体
で
知
り
得

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
が
て
63
回
目
の
終
戦
記
念

日
を
迎
え
ま
す
。
霧
島
市
に
お

い
て
は
第
１
国
分
基
地
（
現
国

分
駐
屯
地
）
と
第
２
国
分
基
地

（
溝
辺
町
十
三
塚
原
）
か
ら
４

２
７
人
の
特
攻
隊
員
が
飛
び
立

ち
、
散さ

ん

華げ

さ
れ
ま
し
た
。
溝
辺

の
上
床
公
園
に
あ
る
特
攻
資
料

展
示
に
は
、
当
時
17
歳
の
隊
員

が
残
し
た
辞
世
の
句
が
あ
り
ま

す
。「
三み

千ち

と
せ
（
年
）
の
歴

史
を
守
り
て
捨
つ
る
身
を
思
え

ば
軽
き
わ
が
命
か
な
」、
命
を

か
け
て
母
国
の
歴
史
を
守
ら
ん

と
す
る
覚
悟
を
決
め
た
句
で
あ

り
、
我
が
身
や
現
在
の
青
少
年

に
重
ね
る
と
目
頭
が
熱
く
な
り

ま
す
。
今
一
度
歴
史
に
思
い
を

馳は

せ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和

の
大
切
を
語
り
継
ぎ
、
命
の
尊

さ
、
あ
り
が
た
さ
を
考
え
た
い
。

◎人口／128,381人（－38）
男性／ 62,082人（－28）
女性／ 66,299人（－10）
出生 94人／死亡107人
転入281人／転出312人
◎世帯数／57,333世帯（－29）

（平成20年７月１日現在）
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E
D

IT
O

R
'S◎今月の表紙

県
内
一
の
梨
産
地
で
あ
る
霧
島
市
。
溝
辺
や
国
分
な
ど

で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊ほ
う

水す
い

、
新に
い

高た
か

、
幸こ
う

水す
い

の
ほ
か

複
数
の
品
種
が
あ
り
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
８
月
初
旬
か

ら
出
荷
、
直
売
、
贈
答
用
販
売
、
観
光
農
園
が
始
ま
り

ま
す
。
品
種
に
よ
っ
て
は
11
月
上
旬
ま
で
楽
し
め
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
熟
し
て
い
く
梨
の
写
真
で
し
た
。

7月16日　午前6時32分
溝辺町有川　梨（豊水／品種名）

【撮影データ】
デジタルカメラ
レンズ17～85㎜ F４～ 5.6
1/180s　Ｆ5.6　ＩＳＯ400

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

日本人の肌には、日本の温泉水。「霧島温泉みすと」の成分は霧島温泉に湧
わ

き出る良
質な温泉水と窒素だけ。防腐剤などを一切使用しない、完全無添加でミネラルたっぷ
りの温泉水が、今までにない細かさの霧で肌の隅 ま々でやさしく浸透します。温泉あが
りの肌をお楽しみください。

◎問い合わせ先＝霧島温泉旅館協会   ☎（78）2115

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

霧島温泉旅館協会の
「霧島温泉みすと」をプレゼントします

お便りをくださったかたの中から

霧島の知人にもらった手作りの招き猫

めいが通う小学校の取材に行った日、校長先生がめいに「あなた
のおばちゃんが来ていたよ」と話しかけてくれたらしい。普段、私

を名前で呼ぶめいは「まだおばちゃんって感じじゃないから、だれのこ
とかすぐわからなかった」と報告してきた。なんていい子なのだろう（あ）

「明るくて、かわいい」と報道陣からも大人気のバドミントン女子
ダブルスの前田美順さんがオリンピックデビュー。すごい。私も

８月30日にあるミュージカル「ハロー、天使です！」の天使役で役者デ
ビュー。私の場合は歌えない、踊れないのに出演。それもすごい（た）

豚にするか鳥にするか、醤油にするか味噌にするか。いやそれとも
湯通しであっさり酢醤油か。ゴイ（ニガウリ）は私を悩ませる。ニ

ガゴイは焼酎のつまみに最高だ。「食す」の写真を見ただけで飲みた
くなる。ロックでちびちびやりながら。今夜もゴイが私を酔わせる（ふ）

今回の特集でたくさんの働く人を取材しました。そこで感じたこと
は、夢を持って働くことの大切さです。皆さんとてもいい表情で仕

事をしていて、撮影しているこっちまでなんだか元気が出てきました。今
回の取材で私が感じたことが読者の皆さんに伝われば幸いです（み）
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